
地

球
琴

有
蓋
巷

第
五
鶴
昭
和
十

完

走

月

盲

六
甲
山
塊
南
棟
に
放
け
る
新
生
代
地
膚
と

其
の
構
造

(
其
の

一
)

(
間
版
第
五
版
附
)

上

清

寓

次

郎

一
.

緒

言

31-i:

六
甲
山
塊
の
商
庇
に
登
達
す
る
新
佳
代
の
地
層
中
'
坤
欝

に
つ
き
で
は
既
に
之
を
本
誌
に
運
べ
た
る
を
以
v
r

茄
に
は
洪
積
層
と
第
三
紀
層
と
ほ
っ
F
u
て之
を
運
べ
る
.
洪
積
暦
は
酉
富
市
北
方
に
戯
-
分
布
し
､
蔵
屋
北
方

･
御

影
北
方
並
に
帥
月
市
北
方
に
分
布
し
､
第
三
紀
暦
は
醐
戸
市
の
北
方
に
於
け
る

一
小
地
域
の
み
に
之
h
t見
る
｡
基
等

秒
洪
積
暦
及
･び
寓
意
紀
暦
曙
光
は
花
園
岩
を

一
部
不
整
各
に
被
穫
L
t
又
は
断
層
を
以
工

他
聞
岩
と
境
界
す
る
｡
南

の

一
部
は
有
期
沖
積
層
の
段
丘
に
依
っ
て
被
覆
せ
ら
る
ゝ
塵
が
あ
-
､

一
部
は
断
簡
と
以

て沖
積
層
と
境
す
る
魔
も

あ
る
｡
而
し
て
山
麓
に
近
さ
部
は
花
柄
岩
の
崩
積
物
､
又
は
河
流
の
作
れ
る
扇
状
地
を
以
て
蔽
は
れ
で
居
る
虞
も
あ

る
0

大
仰
山
塊
縮
線
に
於
け
る
新
並
代
地
潜
と
共
の
構
造

喜ニ



地

球

鮮
二
十
五
谷

妨
五
紙

董

一

二

洪
積
静
及
節
三
配
暦
は
普
通
五

〇
米
乃
寅
六
〇
米
の
低
量
地
を
な
す
が
p
西
宮
描
北
方
甲
州
四
近
に
於
で
は

l
九

〇
米
の
高
地
に
於
て
も
花
岡
岩
を
不
生
合
に
被
穫
し
て
春
春
す
る
も
の
が
あ
-
､
御
影
北
方
ほ
て
は
二
〇
〇
兼
の
高

地
に
79
洪
租
暦
を
見
る
｡
帽
は
紳
月
市
北
方
に
於
で
最
も
蛮
-
二
･
五
粁
'
西
宮
描
北
方
に
於
で

㌻

七
粁
に
蔑
す
る

79
の
あ
る
79
'
多
-
は

一
粁
以
内
で
あ
る
｡

三

西

宮

北

方

(
露

照

一醒

馳
郷
間
)

西
宮
i;
北
方
に
於
け
る
洪
積
層
は
'
北
酉
部
は
花
尚
岩
を
不
基
合
に
被
超
し
､
南
部
及
南
東
部
は
沖
積
層
に
よ
っ

て
不
整
合
に
被
覆

rJ粧
､
北
東
は
鹿
頗
附
近
よ
-
'
商
酉
は
旋
屋
の
兼
ま
で
遵
-
'
延
長
六
肝
､
幅
員
は
甲
山
の
商

東
部
に
最
も
蛮
-
､
上
ケ
原
姦
地
ほ
て
は

二
七
粁
に
連
す
る
も
､
南
商
都
岩
ケ
卒
附
近
ほ
て
は

1
粁
内
外
と
な
る
｡

甲
山
の
商
叉
は
東
に
於
で
は
甲
山
刺
呪
寺
の
甫
三
五

〇
米
附
近
ほ
於
で
は
高
さ

一
八

〇
来
乃
至

一
九

〇
米
の
高
地
に

於
で
'
花
園
岩
を
被
覆
す
る
洪
積
層
を
児
､
東
部
に
は

一
〇
〇
米
乃
至

一
七
〇
米
の
地
に
北
面
岩
を
被
ひ
て
洪
積
層

の
分
布
を
見
る
が
'
其
他
に
於
で
は
大
部
分
p

一
〇
〇
米
以
下
'
主
と
し
て
五

〇
米
乃
至
六
〇
米
の
基
地
を
在
す
｡

基
地
の
南
画
､
荘
園
岩
に
按
す
る
山
麓
は
崩
積
物
を
以
て
被
は
れ
'
山
地
よ
与
流
る
ゝ
仁
川
｡御
手
洗
川
･夙
川
及
び

宮
川
等
ほ
よ
っ
て
裁
断
n
る
J
も
､
大
鰭
は
於
で
良
好
在
る
露
出
を
以

て走
向
に
向
つ
て
延
長
連
縛
す
る
｡

(

間
版

節
五
版
)
｡
甲
山
の
北
東
方
逆
潮
川
下
流
方
面
は
虜
状
地
の
敏
速
著
し
-
し
て
､
洪
積
暦
は
路
出
せ
ざ
る
部
も
あ
る
が
､

チ小
林
附
近
ほ
於
で
は
往
古
の
梅
屋
と
恩
は
る
IJ･
断
毘
に
露
出
す
る
｡

固
宮
帝
の
北
西
､
香
櫨
園
の
両
方
(
元
､
武
雄
郡
大
政
村
字
森
且
ハ四
ツ
塚
､
現
今
は
間
宮
市
森
鼻
)
に
於
で
は
十
飴



Ⅰ, 班;,LL.'.他淡71りL化石U)層位,朴｣･.櫛､ⅠⅠ,帆It'/:fLl=[:･仙略水月化石の層位､
A,8-11米,化IFii.詳以上の半lTI'ニlI_､ B,6-8米,4.m.r:化石砂疎暦 C,4-5米,
余暦合化石砂idm'111'こL･.､ D,3･5米砂原､ Y-Y,地恥,

年
前
ー
地
道
官
倉
建
設
の
た
め
に
切
-
取
ら
れ
た
る
た
め
ー
洪
積
層
の
蔑
む

生
じ

(F
ig
二
.
)
走
向
北
四
〇
度
束
､
南
光
に

一
二
庇
の
傾
斜
を
有
す
る
地

層
を
露
出
せ
し
め
､
下
僚
は
入
来
乃
至

二

光
の
厚
さ
を
有
す
る
次
白
色
(
磁

束
を
珊
ぶ
る
と

き
は
膏
淡
色
)
の
粘
土
層
で
あ
っ
て
､
規
其
他
決
水
月
化
石

を
鋸
減
L
t
そ
の
上
に
六
米
乃
至
入
来
の
砂
塵
層
が
基
合
に
水
-
､
下
草
部

は
水
酸
化
銭
の
た
め
に
褐
色
で
あ
る
が
､
上
平
部
は
白
色
で
あ
っ
て
､
蚤
-

無
化
石
で
あ
る
｡
更
は
､
整
合
に
凍
る
上
層
は
約
四
米
の
次
白
色

(編
め
る

と

PJは
骨
炭
色
)
の
含
粘
土
質
砂
暦
と
な
ゎ
､
上
部
に
寅
る
ほ
後

払
七
秒
質

を
塘
し
､
蕗
に
褐
色
砂
潜
と
在
る
｡
褐
色
砂
層
の
下
底
部
は
褐
銭
騎
静
を
在

し
前
記
の
含
粘
土
貿
砂
厨
の
上
部
に
は
サ
ン
ド
パ
イ
プ
､
マ
ッ
ド
パ
イ
プ
を
蕉

じ
で
屠
る
｡

乙
の
含
粘
土
質
砂
層
中
に
は
源
水
棲
の
月
化
石
を
豊
富
に
含
有

L
p
下
方
に
は
大
形
の
7
-
ナ
瓶

｡
小
形
の
ナ
チ
カ
轍
等
が
あ
る
が
'
上
方

に
は
絶
滅
種
な
る
ペ
ク
チ
ン
も
似
有
rJれ
て
屠
る
｡
永

化
石
暦
は
曾

七､
之

(り一.)

..
･･:

を

本
誌
に
報
じ
誓

J
と
が
あ
生

見
＼化
石
の
富

興
の
大
部
は
兵
庫
順
博
物
撃

(‖り)

食
詰
に
掲
載
の
像
足
で
あ
る
か
ら
､
基
に
は
化
石
表
を
掲
げ
､
そ
の
中
の

-i

I

二
は
つ
い
て
説
明
Lを
試
み
る
乙
と
は
す
る
｡
化
石
の
研
究
に
つ
き
黒
田
徳

光
氏
に
謝
意
を
衷
す
る
｡

六
叩
山
塊
両
線
に
於
け
る
新
出
代
地
燈
と
北
ハ
の
秘
法



Table1. Molluscafrom NishinomiyaFossil-Beds.

From lowerBed.(Non-marine.)

1.Corbiculacf.japonicaPrime.

(No.2-6,Fig.2)

2.Anodontacf.japoILicaCIessim.

3.Cri.S･tariaplicata.(Leach)(No.1,Fig.2)

4.Semisulcospirasp. ("Melan血.")

5.Lymnaeasp.

6.Sphaeriumsp.

From upperBed.(Marine.)

7.PecieniokyoensisTokunaga.

(No.7-9,Fig.2)

8.Raetapulchella(Ad.andRve.)

9.Barrbeajaponica.(Yokoyama)

10.Macomatokyoe朋由朋akiyama.

ll.TellinavestalioidesYokoyama.

12.Anodontiabialata.(Pilsbry)

13.Cardium muiicum.Rye.

14.LucinaannulataReeve.

15.Li,m,abasilanicaAd.andRve.I

16.Dosiniacf.angulosa鮎mei･.

17.CultellusattenuafusBunker.

18.NasSariusFsp.

19.Naticasp.

20.Patelloidasp.

21.Tonnasp.

JLrJ.
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下
層
化
石
層
ー
即
ち
快
水
月
を
堺
市
す
る
化
石
層
中
で
は

C
orbicula
cf.
3.aPOnic
a
P
r
i
m
e
(Fig
.
2.
N
oe2

-
6)
が
澱
も
豊
雷
で
あ
る
｡
本
化
石
は
介
殻
が
厚
弧
で
､
数
頂
は
突

起
し
､
C.
sand
a
l
R

ein
h
ardt.
の

棲
息
環

境
は
よ
っ

て珪
ぜ
る

一
鼻
態
か
と
も
恩
は
れ
る
鮎
が
あ
る
｡
(
F
ig

.2,No
.
6
)

北
方
､
阪
急
電
車
の
切
力
割
に
も

露
出
し
､
証
に
北
方
に
79
C
or
b
icu
ta
の
外
に

A
Twd
ollta,
C
r
isiaria
(F
ig
.
2,
N
o
.
i
)

等
を
埋
蔵
し
､
後
者

の
如
き
は
長
さ
〓
ハ
糎

(
約
二
糎
は
敏
落
し
不
明
)
に
も
及
ぶ
大
月
で
あ
っ

て､
霞
ケ
浦
に
現
梯
す
る

C
r
isia
ria

p
lica
ia

(Leach),
と
同

一
種
で
あ
る
｡

上
層
化
石
厨

p即
ち
海
棲
只
化
石
暦
で
は

1
五
種
を
検
出
し
た
が
p
カ
ス
ト
に
て
不
明
夜
も
の
も
あ
る
｡
覗
棲
種
が

殆
ど
全
部
で
あ
る
が
､
P

ecten
io

kyoen
sis
T
ok
una
ga,
(F
ig
1
2.
N
o.
7I
9)
の
化
石
は
絶
滅
種
で
あ
-
p
ブ
ラ

タ
ン
ス
の
探
基
以
後
踊
来
地
方
等
東
日
本
に
多
-
知
ら
れ
て
居
る
が
p瀬
戸
内
海
地
域
に
於
で
は
敢
初
の
産
で
あ
る
｡

植
物
化
布
は
柿
に
存
在
す
る
｡

上
層
に
は
ド
-
フ
ト
ウ
ッ
ド
の
大
形
の
も
の
も
あ
る
｡

下
層
淡
水
月
暦
か
ら
採
集

し
た
槽
基
に
つ
き
排
撃
士
三
木
茂
氏
は

F
a

DIiS
f
erru
gin
ea
A
it･,
上
層
の
海
棲
月
暦
か
ら
糧
食
基
質
に
つ
き

F
agu
s
3.aPOnica
A
h
x.,
楢
葉
ほ
っ
FJで
F
a
g
u
s
ferrtLgi･nea
A
it.､
C
ryp
to17W
m
.a
3.aP
On
ica
D
o
n
.,
を
検

出
さ
る
｡
以
上
の
外
商
富
市

の
北
方

(
甲
陽
園
の
甫

p
大
池
の
東
南
)
に
於
で
F

a
g

u
s
sp.
}

其
他
の
植
物
化
石
を

出
す
が
保
存
は
よ
-
な

い
｡
苦
梨
園
の
南
方
に
も
植
物
化
石
を
鋸
減
す
る
粘
土
層
が
あ
る
も
､

槍
先
困
難
で
あ
る
.

岩
ケ
卒
の
南
方
の
粘
土
層
中
に
は
規
の
カ
ス
ト
を
桝
布
す
る
が
'
現
今
は
有
柴
茄
と
呼
ぶ
住
宅
地
と
在
っ
て
ゐ
る
｡

西
宮
市
北
方
の
洪
積
層
の
基
底
は
甲
陽
闘
附
近
で
花
田
岩
を

不
整
合
に
被
超
し

て
露
出
L
t
砂
塵
暦
を
主
と
す

る
｡
又
､
叩
川
の
南
東
に
於
で
も
載
嗣
岩
を
被
ふ
砂
磯
圏
が
あ
っ
て
'
上
層
は
至
る
に
つ
れ
t.J
粘
土
圏
を
糖
し
､
植

六
町
山
塊
暗
線
に
於
け
る
漸
批
代
地
厨
と
非
の
柵
払

三
義

光
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物
化
石
片
､
又
は
快
水
月
化
石
を
保
存
す
る
は
至
る
｡
rJ
れ
以
上
は
砂
磯
厨
を
均
し
､
粘
土
層
は
却
っ
て
少
-
な

･-

rJ
の
下
部
に
近
-
'
梅
棲
月
化
石
を
出
す
｡

叩陽
閑
南
方
は
於
で
は
砂
磯
骨
は
バ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
な
し
V
.露
出
し
～
純

粋
な
る
は
舶
子
鴨
製
造
用
と
し
て
深
基
ru
れ
て
屠
る
｡
厨
厚
は
淡
水
暦
約
五
〇
米
乃
至
七

〇
米
､
泥
水
暦
三
C
･,米
前

後
と
推
定
す
る
｡
本
暦
上
を
敏
穫
せ
る
磯
層
は
傾
斜
武
文
は
平
行
式
不
慮
各
を
以
て
堆
積
し
､
南
西
部
は
浸
蝕
し
去

る
魔
多
き
も
､
北
東
部
上
ケ
原
素
地
に
於
で
は
約

11
0
米
以
上
の
厚

さ
を
有
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
｡

本
地
域
の
洪
積
層
の
,構
造
に
親
し
､
最
も
顕
著
な
る
は
南
西
よ
-
元
来
に
走
る

一
断
層
廉
で
あ
っ
て
､
大
正
十
四

(4
)

年
筆
者
は
之
を
甲
陽
断
簡

K
6
y
5･F
autt.と
命
名
し
た
が
'
中
村
敦
接
の
近
畿
地
質
構
造
線

に
も

記
載
ru
れ
'
小
川

(Lり)

(H
)

ハ7
)

数
授

･

松

原
教
授

に
ょ
-
'
附
近
の
炭

酸
頻
泉
の
湧
出
と
陶
係
操
q
u
を
寵
め
ら
れ
､
江
尻
博
士
は
之
を
荒
屋
線
と
呼

び

て活
断
層
な
る
rJ
と
を
記
載
17,
れ
た
｡
甲
陽
断
層
の
商
館
鞘
.
虎
屋
の
北
東
低
地
ほ
て
は
沖
積
暦
に
蔽
は
る
J
も

(
図
版
第
..4
版
)宮
川
の
東
､
阿
保
親
王
墓
の
北
方
に
露
は
れ
､
南
東
の
地
層
は

一
C
度
内
外
の
綬
傾
斜
な
る
7P
北
固

地
層
は
北

lE
五
度
射
､
南
光
に
四
二
度
の
傾
斜
を
有
す
る
粘
土
層
rJ<iJ有
集
群
に
露
用
し
､
断
層
河
北
六

〇
度
東
'
北

.F
i五
鹿
北
酉
等
の
小
断
層
を
ホ
し
っ
J

P
北
東
に
向
払

て香
焼
鮎
泉
を
過
ぎ
'

死
に
北
東
に
向
払
､
地
層
の
傾
斜
は

南
光
に
四
四
庇
､
四
C
鹿
｣
ハ
〇
度
等
堅
ボ
し
っ
･J
.
越
水
岩
の
西
方
に
向
山
p
暫
-
夙
川
坤
横
地
に
よ
-
て
被
は
る

る
も
､】
甲
陽
線
電
車
の
切
-
割
に
多
-
の
北
落
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